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八

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て

教
科
用
図
書
の
検
定
の
申
請

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
種
目

及
び
期
間
を
定
め
る
件

四

三

九

特
定
放
射
光
施
設
の
共
用
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
を
改
正
す
る
件

七
24

一
二

一
〇

特
定
中
性
子
線
施
設
の
共
用

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
改
正
す
る
件

七
24

一
四

一
一

史
跡
に
指
定
す
る
件

七
24

一
五

一
二

名
勝
に
指
定
す
る
件

七
24

二
四

一
三

天
然
記
念
物
に
指
定
す
る
件

七
24

二
四

一
四

特
別
史
跡
に
地
域
を
追
加
し

て
指
定
す
る
件

七
24

二
五

一
五

史
跡
に
地
域
を
追
加
し
て
指

定
し
、
名
称
を
改
め
る
件

七
24

二
五

一
六

史
跡
に
地
域
を
追
加
し
て
指

定
し
、
一
部
の
地
域
を
解
除

す
る
件

七
24

四
〇

一
七

史
跡
に
地
域
を
追
加
し
て
指

定
す
る
件

七
24

四
一

一
八

名
勝
に
地
域
を
追
加
し
て
指

定
し
、
名
称
を
改
め
る
件

七
24

四
五

一
九
二
〇

名
勝
に
地
域
を
追
加
し
て
指

定
す
る
件

七
24

四
六

二
一

記
念
物
を
登
録
記
念
物
に
登

録
す
る
件

七
24

四
七

二
二

文
化
的
景
観
を
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
す
る
件

七
24

四
七

二
三

重
要
文
化
的
景
観
に
地
域
を

追
加
し
て
選
定
す
る
件

七
24

四
七

二
四
二
五

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を

抹
消
し
た
件

八

二

二
六

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学
校
の
教
科
書
の
定
価
を

認
可
し
た
件

一
六
30

一

二
七

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び

寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に

関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
五
37

四

二
八

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校

設
置
会
社
に
関
す
る
審
査
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
五
37

四

〇
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

一

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は

事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬

に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に

係
る
細
目
等
を
定
め
る
告
示

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
20

二
六

〇
文

化

庁

一
〇
e

一
五

著
作
権
者
不
明
の
著
作
物
の

利
用
に
関
す
る
裁
定
及
び
補

償
金
の
額
を
定
め
る
件

三
22

一

一
六

著
作
者
の
実
名
登
録
の
件

九

六

一
七

平
成
二
十
二
年
度
使
用
教
科

書
等
掲
載
補
償
金
額
を
定
め

る
件

一
七
31

一

一
八

平
成
二
十
二
年
度
使
用
教
科

用
拡
大
図
書
複
製
補
償
金
額

を
定
め
る
件

一
七
31

五

一
九
二
〇

著
作
権
者
不
明
の
著
作
物
の

利
用
に
関
す
る
裁
定
及
び
補

償
金
の
額
を
定
め
る
件

一
七
31

六

二
一

著
作
権
法
第
三
十
七
条
第
三

項
の
視
覚
障
害
者
等
の
た
め

の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信

が
認
め
ら
れ
る
者
の
指
定
の

件

二
二

二

二
二

名
勝
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
四

五

〇
厚
生
労
働
省

二
二

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一

五

二
三

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
の
公

表
を
行
う
件

二

四

二
四

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

く
登
録
養
成
施
設
の
登
録
の

件

七

三

二
五

薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条

第
一
項
の
登
録
事
項
を
変
更

す
る
届
出
が
あ
っ
た
旨
を
公

示
す
る
件

八

三

二
六

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

八

三

二
七

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

八

三

二
八

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

八

三

二
九

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
雇
用
保
険
率
を
変
更

す
る
件

一
〇

四

三
〇

国
民
年
金
法
施
行
令
第
七
条

及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
国
民
年
金
の
保
険
料

を
前
納
す
る
場
合
の
期
間
及

び
納
付
す
べ
き
額
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
〇
27

一
五

三
一

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
六

三

三
二

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の

納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る

省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成

二
十
三
年
度
の
医
療
保
険
者

の
納
付
金
の
算
定
に
関
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

及
び
額
を
定
め
る
件

一
七

二

三
三

健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
全
国
健
康
保

険
協
会
の
都
道
府
県
単
位
保

険
料
率
の
変
更
に
つ
い
て
認

可
し
た
件

二
一

四

三
四

船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
り

申
請
の
あ
っ
た
全
国
健
康
保

険
協
会
が
定
め
る
期
間
の
変

更
に
つ
い
て
認
可
し
た
件

二
一

四

三
五

日
雇
特
例
被
保
険
者
に
関
す

る
保
険
料
額
並
び
に
日
雇
特

例
被
保
険
者
の
負
担
す
べ
き

額
及
び
日
雇
特
例
被
保
険
者

を
使
用
す
る
事
業
主
の
負
担

す
べ
き
額
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
一

四

三
六

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及

び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律

施
行
令
に
基
づ
き
講
習
会
を

登
録
し
た
件

二
四

六

三
七

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
八

四

三
八

平
成
二
十
三
年
度
技
能
検
定

実
施
計
画
を
定
め
る
件

二
八
39

二
六

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省

一

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

く
指
定
認
定
機
関
の
事
務
所

の
所
在
地
の
変
更
の
件

九

七

二

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

く
認
定
業
務
規
程
の
変
更
を

認
可
し
た
件

九

七

�
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